
 

 

石川県女性センターの石川県女性センターの石川県女性センターの石川県女性センターの平成平成平成平成２２２２２２２２年度管理状況年度管理状況年度管理状況年度管理状況    
施設所管課 県民文化局男女共同参画課 

指定管理者 （財）石川県女性センター 

 理事長 高田 千恵子 

指定期間 平成 21 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
不十分な場合、その理由、指摘事項を記入 

新規業務に関しては、新規であることが分かるよう記入 
 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

 ・サービス向上のため、接遇マナー等の勉強会をひらき意見

交換を行った 

利用者の苦情・意見の把握 

 ・ご意見箱の設置（延１通） 

利用の促進に関する業

務 

 

 

施設の情報提供、広報 

 ・ホームページにおいて、施設内で開催するイベントの案内

や貸室の予約状況の情報、駐車場の混雑予測を提供 

 ・施設のパンフレットや利用案内を作成し、利用者等に配付 

・周辺の住民や企業に対し、イベントの開催についての案内

ちらしを配付 

・広報誌「石川婦人」を発行（発行部数 12,000 部） 

自主事業の企画・実施 

 ・女性センターフェスティバル（参加者 1,100 名） 

  （女性センター入居団体と共催） 

・婦人団体会長研修会の実施（参加者 350 名） 

・婦人意見発表大会の実施（参加者 400 名） 

・男女共同参画推進講座の開催（参加者延べ 111 名） 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

 ・使用許可の件数（（２）②参照） 

 ・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃 

警備 

設備保守点検 

植木管理 

小規模修繕  設備・備品の故障修理 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ２１年度 

（参考） 

Ｈ２２年度 前年度比 増減理由 

施設利用者数（人） 91,435 96,285 105.3％ ホール利用者の増加。 

施設稼働率（％） 87.3 92.6 5.3 ﾎﾟｲﾝﾄ増 



 

 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

ホール 85      0  

会議室 256     0  

大会議室  362     0  

コンベンション室 442     0  

研修室① 427     0  

研修室② 505     0  

研修室③ 611     0  

多目的実習室 197     0  

料理教室 106     0  

計 2,991     0  

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

（千円） 

 収入額 減免額 減免理由 

ホール 4,151 984 16 件:女性センター条例施行規則第 6 条第 1 項第 1～3 号に基づく  

会議室 1,057 332  58 件:     〃 

大会議室 1,322 253 63 件:     〃 

コンベンション室 1,400 144 46 件:     〃 

研修室① 1,377 190 63 件:     〃 

研修室② 1,553 192 65 件:     〃 

研修室③ 848 122 86 件:     〃 

多目的実習室 943 199 36 件:     〃 

料理教室 378 154 27 件:     〃 

計 13,029 2,570 460 件 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料 33,704 人件費 9,788 

利用料収入 13,029 建築物管理費 17,875 

  光熱水費 11,727 

  修繕費 4,351 

  事務費 1,978 

  その他 1,014 

合計 46,733 合計 46,733 

収支差額 0  

 

 

 



 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成 22 年 4 月～3 月実施 有効回答数 423 件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス 48.7% 50.7% 0.6% 0.0% 

施設の維持管理 44.7% 54.4% 0.6% 0.3% 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成22年10月 ホール楽屋通路に急な段差があ

り、危険だと指摘を受けた 

即日に三角コーンをおいて対処した 

平成23年3月 センター隣接駐車場のラインが

消えかかっている 

ラインの塗り替えをした。 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

平成22年8月 高圧引込ｹｰﾌﾞﾙ劣化のため絶縁不

良、全館停電 

修繕済 

平成22年11月 利用者が正面玄関ガラスに追突

し破損 

当事者で修繕済 

平成22年11月 ﾎｰﾙ楽屋横の女性用トイレの洗面

所の水が止まらなくなった 

修繕済 

平成23年1月 ﾎｰﾙ和室楽屋の空調機経年劣化の

ため故障、冷暖房がきかなくなっ

た 

改修済 

平成23年2月 正面玄関ｱﾌﾟﾛｰﾁ排水せず、水たま

りができる 

改修済 

平成23年3月 ﾎｰﾙ和室楽屋、雨漏り 修繕済 

 

 

 

 

③その他報告事項など 

 

 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ 

 

・ご意見箱の設置等によって利用者の声を聞き、施設運営

に活かすことでサービスの質を向上させている。 

・イベントの開催情報や施設の利用状況等積極的な広報活

動を行っている 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・仕様書等に基づき適切な管理が行われている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・適切な職員の配置がなされている。また、サービス向上

のため、接遇マナー等の勉強会を開き意見交換を行っ

ている。 

・緊急連絡先一覧表の作成や、消防訓練を実施している。 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・個人情報保護対策として職員全員に周知徹底を図ってお

り、適正な管理を行っている。 

・利用者からの意見、苦情、要望に対して速やかに適切な

対応を図っている。 

総合評価 Ｂ ・女性の社会参画の推進や施設の利用促進を行うなど施設

の設置目的にあった管理運営がなされている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 
※評価にあたっては、利用者アンケートの結果を考慮するものではないので注意すること 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 


